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〈研究 ノー ト〉

震災支援 としての婦人雑誌のメデ ィア ・イベ ン ト

石 田 あ ゆ う

0.は じめ に

雑誌 は単 に読 まれるだけでない。なぜな ら読者投稿欄 という読者が参加 できる空間が備

え られてお り、読者交流のための コミュニケーシ ョン ・メディアとして も機能す るか らで

ある。 とくに、大正か ら昭和 にかけて、本来な らば直接対面 して コミュニケーシ ョンをと

ることは物理的に不可能な場所 にいる読者同士であって も、読者投稿欄 をきっかけ として

親密な関係 を築 くことを雑誌が可能 としていた 〔P。

そ うした雑誌が もつ読者同士の ヨコのつなが りを作 り出すはた らきが、近代 日本 におけ

る主婦役割への女性たちの合意を育んだとみ るのが木村涼子である。大正か ら昭和にかけ

て生 じた雑誌の大衆化 は、雑 誌メデ ィァ と受け手 との相互作用 を生み出 した。 なかで も、

昭和初期に百万部 を達成 した 『主婦之友』は、婦人雑誌 メディア として、圧倒的多数の女

性読者がその空間に参加す ることを可能 とす る。そ うしたコ ミュニケーションの回路が受

け手である女性大衆読者層 に主婦役割 を受容 させ る機能 を果た した ことを、木村 は 『主婦

之友』の 「読者欄」を分析す ることで明 らかにしている`21。

た しかに 『主婦之友』は読者 による投稿や身の上相談 を誌上に掲載 し、雑誌 を媒介とし

た擬似的なコミュニケーシ ョンの空間を もっていた。だがそれだけではな く読者同士が実

際に交流する場を企画す るようになってい く。それが、主婦 の友社の文化事業部が企画 し

た一連の手芸展覧会であった。

この展覧会は主婦の友社 によるメディァ ・イベ ン トとして位置づけることがで きる。近

口】川村邦光、…九九三年 『オトメの祈 り一 近代女性イメージの誕生』紀伊国屋書店、二二九頁。
曲 木村涼子、一九九二年 「婦人雑誌情報空間と女性大衆読者層の成立」『思想』第八一二号。

京都社会学年報 第12号(2004)



170 石田:震 災支援としての婦人雑誌のメディア ・イベン ト

代 日本のメデ ィア ・イベ ン トについては新聞社の文化事業が取 り上げ られ るのが一般的で

あった 〔3〕。本稿ではこれ まであま り指摘 されてこなかった、婦人雑誌の出版社が企画 した

メディア ・イベ ン トが、 どのような社会的イ ンパク トを読者にもたらしたのかを探 り、そ

れが誌面に反映されていった様子を明 らかにする。

大正末年あた りか ら行 なわれるようになった 『主婦之友』のメデ ィア ・イベン トは、そ

の工芸 ・美術 にまつわる多 くの業績 を残 しなが ら現在はあま り知 られていない芸術家 、藤

井達吉 との縁 か ら発展 した。藤井達吉は工芸を芸術 として発展 させ る活動 に従事 しなが ら

その一方で、芸術は衣食住のなかか ら生まれる文化 である として、家庭の趣味の向上 を目

指 した人物である。その活動に、当時の文化生活運動 との類似性 を見 出すこともで きるだ

ろう。 しか し、そ うした芸術家が、当時の実用的婦人雑誌 の代表 ともいえる 『主婦之友』

において、自らの考案 した作品を誌面 に掲 げ、その製作方法 を指導 していたことはどこか

想像 しに くい。 なぜ なら、女性 たちの家庭内の活動 としての実用 と、文化 的至高を目指す

芸術 とは相容 れないもの と一般的には見なされているからである。そうした矛盾を解消 し、

単なる実用情報ではな く、藤井の芸術的活動の魅力で読者 を巻 き込んだのが、主婦の友社

のメディア ・イベ ン トとしての展覧会であった。

藤井の協力 を得て第一回の手芸展 を成功 させ た主婦の友社 は、読者 の動員/参 加 をうな

が し、読者の共感 を誘い、雑誌の知名度をあげるとともに、大正か ら昭和 にかけての時代

に婦人雑誌 として誌面の内容 を刷新 してい くこととなる。同時期 に主婦の友社は関東大震

災 によって社屋焼失 という大 きな打撃を被ったが、結果的には、震災がその誌面変革の流

れを加速す ることとなった。

以下 において、主婦之友社が主催 した一連の手芸展 覧会の経緯 をた どり、 このメディ

ァ ・イベ ントが もたらした読者動員のメカニズムを明 らか にし、そ して、婦人雑誌の誌面

にもた らされた変化について詳述す る。

1.藤 井達吉 と 「家庭手芸品展覧会」

一九二二(大 正一一)年 、『主婦之友』は雑誌 の発展 を 目指 して一 日と一五 日の月二回

発行 を試みた。 しか し予想 された以上の売上げが見込めなかったため、結局 この年の一月

と二月にそれぞれ月二回の発行を行 なった後 に中止 となった。

〔3}新聞社主催によるメデ ィア ・イベントに関 しては
、津金澤聡廣編、一九九六年 『近代日本のメデ

ィア ・イベント』同文館出版、および津金澤聡廣、有山輝雄編、一九九八年 『戦間期日本のメディア ・イ

ベント』世界思想社を参照。
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この月二回発行の試みにかわる新 しい企画 として登場 したのが文化事業部の創設であっ

た。 これ は国内各地 に講師を派遣 して、講演会や音楽会 を開催する とい うものであった。

第一回はこの年の三月七 日に横浜で開かれ、次いで甲府、京都、大阪で開催 された。講師

は、婦人矯風 会の守屋東、三宅やす子、賀川豊彦、それに主婦之友の記者、アメリカ滞在

経験のある小橋三四子であった 〔%

しか しなん といっても最 も好評 を博 し、長年にわたって続け られた文化事業が手芸展覧

会であろ う。それは一九二三(大 正一二)年 、工芸家 ・手芸家である藤井達吉 とその姉妹

による作品を集めた 「家庭手芸品展覧会」 をもって始め られた。 この展覧会の成功が契機

となって、 『主婦之友』 はこの展 覧会 を読者の作 品を一般公募す る手芸展へ と発展 させ、

恒例の文化事業 として開催するようになる。

まず、第一回 「家庭手芸品展覧会」の様子をみていこう。この展覧会は、小規模 なが ら

すでには じまっていた主婦の友社 の裁縫講習会 を兼 ねた ものであった。告知は一九二三年

の二月号の 『主婦之友』誌上で行 われた。そ して、三月二二 日か ら二六 日までの五 日間、

東京 日本橋の白木屋 において開催された。

『主婦之友』はこの時代の代表的実用雑誌である。その主婦の友社による手芸品展覧会

という名称か ら想像すれば、初期の段階か ら主婦の友社は読者の手に よる手芸作品の展覧

会が開催 されたかの ように思 われ るが、そうではなかった。逆 に、 この展 覧会 によって

「手芸」 とい うことばは普及 したのであ り、藤井 も当初 は 「家庭工芸」の名称 を使用 して

いた とい う㈲。第一回の手芸品展覧会は、工芸 ・手芸の専門家、後に陶芸家 ・画家 ・工芸

家 として知 られた藤井達吉 と、その姉妹の手に よる作品の三三七点を展示す る一種の芸術

展であった。

藤井達吉は、一八八一(明 治一四)年 愛知県碧海郡棚尾村(現 碧南市棚尾地区)生 まれ、

彼は六人兄弟の四人 目で、姉のすず、妹の くわ ・ふ さとともに長 く工芸 ・手芸 の道を歩ん

だ。藤井達吉はもともと美術家志望であったが、家庭の経済事情か ら美術学校へは進めな

かった。 しか し一九〇四(明 治三七)年 、勤めていた服部七宝店の作品を持ってアメリカ

のセン トルイスで開かれた万 国博 に参加 し、その旅の合 間に立 ち寄 ったボス トン美術館で

東西美術 に接する機会をもった ことで、工芸家への道を歩むことを決心する。帰国後、七

宝店を退社 し上京する。 しばらくは困窮の生活が続 くが、バーナー ド ・リーチ、高村光太

郎 ら多 くの芸術家 と交流 をへて、 フユ ウザ ン会や国民美術協会に参加 した ㈹。大正か ら昭

剛 主婦の友社編
、一九六七年 『主婦の友社の五十年』九一一九五頁。

151山田光春
、一九七四年 『藤井達吉の生涯」風媒社、八一一・頁。

軋61山田光春
、一九七九年 「悲愴 「工芸の暖野」を拓 く一 藤井達吉小伝」『目の眼』五月号。
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和 にかけて、藤井達吉は家庭工芸(手 芸)の 普及や工芸の地位向上のために奔走 していた。

その活動のひとつに家庭での手芸、工芸活動の啓蒙があった。

達吉 は、一九ニー年(大 正一〇)か ら 『主婦之友』誌上に、手提 げ袋や、刺繍の方法、

ショールの作 り方 といった手芸作品 とその製作方法を発表 している。執筆 した約六〇編は

『家庭手芸品の製作法』(一 九二三年)、 『素人のための図案の描 き方』(一 九二六年)、 『家

庭で出来 る手芸品製作法全集』(一 九二七年)の 三冊の著書 としてまとめ られ、主婦の友

社か ら出版 された。独学で作品をつ くりあげて きた藤井達吉は自らを工芸 の専 門家 とは見

なしてい なかった。『家庭手芸品の製作法』の 「家庭工芸の意義 とその進 むべ き道」 にお

いて藤井は次の ように語っている。

「素人でよい。勝手 な物 を勝手に作 ってゐれば、その うちには自分の趣味 とぴった

り合ふや うなもの ・できる時が くるであ らうと考へ てゐま した。今 もさうした心持を

続けてをります。私か ら見 ました専 門家は、要するに、伝習的な技法 を心得てゐる人

といふに過 ぎません。私は専門家にならうとは思はない。私は私でや りたいだけをや

ればそれで よいのであ ります。」ω

藤井は受 け継がれる技法 にのみ執着す る専 門家 を批判 した。師 を持 たない藤井は、図

案=デ ザインの独創性 によって自らの作 品を芸術 とみ なし、 また周囲か らの賞賛 を得て き

たか らである。藤井はその図案家 としての手腕 を買われ、百貨店白木屋 の図案家 をも勤め

た人物である。自らの作 品を基本的には販売す ることは しないものの、百貨店がその図案

を商品化す ることには協力 してお り、一般の購買者のためには活動 をおこなう芸術家であ

った。その藤井の独 自の図案製作は、 自然 を愛 し、寺院等の古代作品 を観察 し、そ して何

よ り藤井の母がかつて子 どものために作 り上げた人形や着物の記憶 によるものであった。

そのため、彼の作品は家庭の中か ら生 まれた ものであった。そこに藤井 と 『主婦之友』 と

の接点があったといえる。

「近来は大分趣味生活 といふことが唱道 され、農商務省 あた りで も、美術工芸品の

製作 を盛んに奨励 していゐるや うですが、まだまだ一般の趣味は低級で、家庭 の芸術

化な どは思ひ もよらぬことのや うに考へ られ ます。(中 略)せ めてフランスあた りの

や うに、 どれが流行の中心 なのか判 らないほどに、各 自の個性が発揮 される時代が生

〔71藤井達吉
、一九二三年 『家庭手芸品の製作法』主婦之友社、二頁。
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れたな らば、お互いの幸福は どれほどか知れない と思ひます。それ は大 した難 しいこ

と ・は私 には思はれ ませ ん。各 自の持ってゐる趣 味を、 自由にはたらかせ さへすれ ば

よいのだと思 ひます。呉服店にゆ くとよく見ることであ りますが、そ この番頭に、 こ

の柄は私 に似合ひますか と聴いてゐる人があ りますけれ ど、あれ位 自己のない人はな

い と思ひます。 ともあれ自己の個性 と趣味 をほんたうに自覚 し養 うことが第一で、そ

こから家庭の趣味生活 も生 まれて くるのであ ります。そ してやはり日常 の実際生活 と

最 も交渉の多い、衣服 とか住居 とかに、美術工芸品を取 り入れてゆ くのが一番手近 な

方法であ りませ う。私は、家庭の中心である主婦が、 もっと趣味の教養 につ とめ、芸

術的見地 を広 くして、美に対す るよき感覚を養はれんことを祈 ってやみませ ん。」的

家庭に自らの好み を取 り入れ、十人十色の流行 を作 り出すことに美的生活を見いだす藤

井は、 自らの作品の数 々を 『主婦之友』読者に直接見て もらうことで、「家庭 に芸術 を取

り入れ、それを潤 ひあらしめる」 ことが可能 となるだろうと考えていた 〔91。それが第一回

主婦の友社 による 「家庭手芸品展覧会」の目的だった。展覧会には、丸帯、小袖、シ ョー

ル、クッシ ョンか ら、革細工、油絵、ペ ン皿、灰皿、手鞠等が出品された。これ らは 「何

処の家庭で も容易に出来るや うなものばか り」 を集めた作品であった。作 り方さえわかれ

ば誰 にでも制作可能な作品が展示 されたのである。

展覧会の様子をみてみると、この藤井達吉 とその姉妹の作品展であった 「手芸品展覧会」

には、連 日五〇〇〇人以上の入場者があった と、同年の 『主婦之友」五月号は報告 してい

る。この展覧会は、「今 まで誌上のみ説明 してゐたことを実際証拠立てたばか りでな く、

ひいては一般家庭によき芸術的刺激を与へた ことも非常だらう」 と 「主婦之友」は評 して

いた。そ して、家庭の趣味を、ひ とつの文化事業 として立 ち上げたことを、「深 い喜びの

一つ」 としてその成功 をうたっている。 また、この展覧会 は人数を限って裁縫講習会 を兼

ねていた。

こうした内容か らうかがえるように、「家庭手芸品展覧会」は、単に芸術家である藤井

達吉 とその姉妹の作品展 とい うだけではな く、誌上では不可能な直接指導の製作案 内企画

で もあ り、家庭の女性への実習 という実用的 目的 と、家庭 において実現 できる工芸作品の

展示 という芸術鑑賞的目的 とを兼ね備えていたこ とがわかる。

藤井達吉の展 覧会はその後同年五月二 日か ら九 日にかけては名古屋 において 開催 され、

〔81同上
、七 一八 頁 。

{91一 九二 三 年 「藤 井達 吉 氏 一 家 の 家庭 手 芸 展 覧 会 の 記 」 『主 婦 之 友 』 五 月 号
、 二 三 一 一二 三 三 頁 。
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そ して秋 には大阪での開催が予定 されていた。だがその直前の九月に関東大震災がおこり、

主婦之友社 も罹災 し社屋 を焼失する。そのため大阪での開催 は危ぶまれた。だが、大阪で

の 「家庭手芸 品展覧会」 は、『主婦之友』一〇月号において 「予定通 り開催」 と告知 され、

実際 に、一〇月一九日か ら二三 日には大阪の白木屋 にて、同 じく一〇月二五 日か ら二七 日

には大阪女子青年会館で開催 されたのであった。

2.手 芸作品の一般公募展への発展

震災による中止 もなく、藤井達吉 らの作品による展示会は人気 を博 し終了 した。だがこ

の手芸家の作 品に よる展覧会は主婦之友社 によって もう一歩押 し進 め られ ることになっ

た。 『主婦之友』の読者の手に よる作品 を一般か ら広 く募集 し、展示す る 「家庭手芸会」

の開催へ とつながっていったのであ る。一九二四(大 正一三)年 には、「皆様が製作 され

た手芸品を出品する絶好機会」 として一般公募の告知が行われ、読者の手による作品を集

めた第一回 「家庭手芸展覧会」の開催 が決 まった。出展 された作 品と、来場者の様子は同

年六月号の 『主婦之友』の巻頭の 「グラフ ・セクション」 に掲載された(図1)。

第一回 「家庭手芸展覧会」 は、 この年の四月二〇 日か ら二六日まで上野池之端の松坂屋別

館にて、主婦之友社 ・国民新聞社共同開催によって行われた。 ここで、国民新聞社 との共同

開催 となっていたのは、その副社長を主婦の友社社長の石川武美が務めていたからである。

国民新聞社 は関東大震災で大 きな打撃 を受 けていた。その社長の徳富蘇峰 に請われ、石

川武美 は、同新 聞社に関与 していたのである。そのため、この展覧会は主婦の友社の主導

で行われたものであったと考え られる。実際、『国民新聞』で も記事 として取 り上げ られ

ているものの、それほ ど大 きなメディア ・イベ ン トとして意識 されていたわけではなか っ

たことが うかが える。

一方で 『主婦 之友』誌上 で出品をうながす案内がなされると、全国の熱心 な読者か ら作

品が続 々と寄せ られた とい う。毛糸編物、 レース編、染色、各種人形 などで、中には専門

家 も驚 くようなす ぐれた作品も多かった 。o〕。 出品された内容は、編み物類、染色類、刺繍

物、木工類、細工類に細別 され、創作的にす ぐれた もの、お よび芸術的 にす ぐれた ものの

なかか ら手芸賞、佳作が決定 され、それぞれに百円と二十円が贈 られた。

この展覧会は東京を皮切 りに、静岡、北海道各地、京都、大阪 などで も開催 された。北

海道 と関西各地ではこれ と並行 して毛糸編物の講習会、講演、音楽会 なども開催 されてい

㈹ 前 掲 書
、 『主 婦 の 友 社 の 五 十 年 』 一 一 〇 一一 一 一 頁 。
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る。また一九二五(大 正一四)年 には、浴衣地の図案募集 を行い、展覧会を開いて、実際

に入選図案を即売 した。

こうした展覧会の成功 を支 えていたのが、読者同士の結びつ きのなかから生 まれていた、

各地域でのネッ トワークであろ う。第一回の手芸賞の五作 品の うち三作品は読者 グループ

の作成に よるものであったこともそのことを示 しているといえる。手芸 を通 じた催物が 自

主的に開催 されていたことがたびたび 『主婦之友』では報告がなされている。

大阪婦人会が主婦之友社主催 の講演音楽会 をきっかけとして誕生 したことを知 らせ る投

書がある。「大阪婦 人会の会員達 は(中 略)美 しく、立派な婦人の会合 として、真 をつ く

して、成長 させてゆ きたいと願ってを ります。 どうぞ、至 らぬ私達を、 これか らもよろし

くご指導 くだ さい ますや うに、お願ひいた します」qD。 身近な読書サークルか ら、女性読

者の社会参加 を促す組織が生 まれていた。

同様 に、新潟 中央処女会か らの投書 では、「会員中には 『主婦之友』の読者が多数 ござ

いますので、近 く愛読者の会 も別につ くっていた ・"きた く、準備 してを ります」 との報告

が なされている。 これについて、記者が 「『主婦之友』読者を中心 とした婦人会は全国到

るところに創 立されつ ・あ ります」 とコメ ントしてお り、この時期の 『主婦之友』が、た

だ 「家庭」の女性読者の慰安や娯楽 として読 まれるだけではな く、読者会 をは じめ とする

読者同士の組織が形成 されるきっかけともなっていた。

読者の作品を募集 して行われるようになった 「手芸展覧会」 は好評 を博 し、『主婦之友』

はその後 も手芸展 覧会を開催 した。投書欄 には、読者がそうした催 しに積極的に参加 しよ

うとする姿が映 し出されている。

「記者様、私 はずっ と以前か ら 『主婦之友』が大好 きで、愛読 してゐる者でございます。

今度御社 は新社屋 の方へお移 り遊ば し、そのお祝いとして、種 々の催物があ り、中にも編

物展覧会がある由で ござい ますが、私 も壮健 な体です と、早速編んで、ぜひ とも出品 しま

すのに、誠 に残念に存 じます。今子供が着てゐるのをお送 りいたそ うか とも思ひましたが、

何 しろ随分汚れてを りますので、それ もで きません。(中 略)何 卒記者様二度目の展覧会を

あそばして くださいませ。その時には、必ず健康 な体 となって、お仲間にいれて頂 きます。

(京都 とみ子)」"21と いった声が掲載されている。その後、展覧会 は第二回、第三回と続

き、いずれも盛況 をもた らした とい う。 この主婦の友社に よるメディア ・イベ ン トへ の参

加意識は、読者の作品製作の意欲 となって、各地で高まっていた と考えられるであろう。

〔ID一九二五年 「誌上倶楽部」『主婦之友』一月号
。

圃 一九二六年 「誌上倶楽部」『主婦之友j一 月号
。
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「この間は編物好 きの連中が集 まりまして、期 日をきめて編物展覧会 を開か うといって、

みんな一生懸命 こしらへて持ち寄 りましたら、 まあ驚 くではございませんか。それ もこれ

も 『主婦之友』で教へて頂いたものばか り。同 じもの を二人 も三人も持へた りして大笑 い

いた しました。そ してお互が愛読者であることを知 って、一層話が賑ひ、いろいろ、先生

方のお噂 までいた して愉快でございました。(茨 城の愛読者)」q3)と いった投稿な どは、各

地での手芸熱、 またそ うした物 を批評す る会 としての小 さな 「展覧会」が開かれていたこ

とを示す証左であろ う。

もちろんこうした投書は、主婦の友社が展覧会を各地で開催す るなかで掲載 されている

ことを考慮すれば、投書 という名の展覧会案内 と見ることもで きる。 その宣伝効果は どの

ような ものであったのか。一九二五年の 『主婦之友』の六月号によれば、東京の銀座松屋

で開催 された主婦之友社主催の第二回全国家庭手芸展 には、七 日間で十万あまりの来場者

をむかえたという。

この手芸展 を主婦之友社 の手芸部記者、山内神斧は 「東洋 にお ける唯一の家庭美術の発

表機関」 と呼び、「絵画の帝展 とひとしく、皆様や私共の持 ってゐる、家庭芸術の大展覧

会 となった」 と報告 しているU41。

この報告か らは、展覧会が絵画の芸術展 と同等の ものとみなされていたことがうかが え

る。読者製作作 品による手芸展覧会が開催 されるきっか けとなったのが、『主婦之友』で

手芸の手 ほどきをす る藤井達吉の作品展であったこと、 また、読者の手芸作品が ひとつの

「芸術」 として募集されていたことは、次のように考 えることがで きるのではないか。

この時代の女性 にとって手芸 といえば、家庭 で日常的なされる裁縫、つま り家事の一環

であったことは想像に難 くない。そ うした 日常 の家事 として裁縫 をこなす一般読者の参加

を呼びかけなが ら、その内容は手芸作品を芸術 品として誌上で発表す ることであった。 こ

の展覧会 は、家庭 において女性がおこなう裁縫 を芸術 として昇華 させ、生活趣 味の充実、

女性読者の才能の開化を目指 していたように見受けられる。

そ してそれ らの応募作品は同時 に商品 ともな り、販売 されることもあった。よってこの

展覧会は、家庭 内の生産者、つま り裁縫す る女性の作品展であ りなが ら、自らの家庭以外

の人々、つ まり社会の消費者の需要に応える即売会で もあった。その意味で この手芸展覧

会は、家庭 における女性役割をただ称揚す るだけのメデ ィア ・イベ ントではなかったと言

えるであろう。 自らの作 品を他の読者 と共有す ることをで、 自らの存在 を社会 に提示する

〔1'〕一九二六年 「誌上倶楽部」『主婦之友』一二月号
。

個 山内神斧 「東京で開いた手芸展の記一 七日間に十余万の観覧者を迎へた盛況」一九二五年 『主

婦之友』六月号、二六七一二七〇頁。
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こと、それが読者に とっての社会参加 ともなったのである。

3.関 東大震災後にすすむ誌面のビジュアル化

一九二三年に藤井達吉 らによる 「家庭展覧会」の開催をへて、震災 によって社屋 を焼失

する も、読者主体の第一回 「家庭手芸展覧会」へ と発展 したこの催 しは、読者参加をよ り

積極的に うながす方向で拡大 していった。そ してこのイベ ン トが、関東大震災以後の 「主

婦之友』の誌面に次の ような変化をもた らす ことになった。それは、『主婦之友」読者の

満足度 をより高めたであろうと考え られるものである。こうした展覧会が 『主婦之友」の

雑誌の誌面に与えた変化 とは何であったのか、その影響についてみてい きたい。

誌面 に表れた変化 とは、具体的にいえば、流行衣装案内としての体裁をもった口絵の登

場である。つま り、手芸作品がただ活字やイラス トによって説明されるのではな く、見れ

ばわかるグラビアや よりリアルな口絵 として提示 されるようになったのであ る。 ビジュア

ルを重視 した誌面が登場 したのであった。

さらにその衣装 をモデルが着て登場 し、衣服を着た時のイメージを重視す る傾向が見 ら

れること、また、手芸作 品の完成品 というだけではな く、それが幾 らで入手で きるのか と

いう値段 が情報 として提示 され、販売することを 目的 とした内容が登場 したことに注 目し

たい。流行衣装、モデル、そ して値段 によって構成 される誌面があ らわれたのである。

先にみたように、手芸品は衣服 に限 られるものではな く、工芸品、絵画、人形等多岐 に

わたる。その作 品がカラーや グラビアで巻頭 において紹介されたこと、それが読者の眼 を

ひいたであろうことが、 『主婦之友」の誌面に現れた展覧会の様子を報告するグラビアに

見 ることができる。 これ らの手作 りの作品を紹介するグラビアは、実際に販売 されたこと

報告 してお り、会場の女性 たちの購 買意欲 をかき立てた商品だった。

だが、主催の主婦 の友社が作 品展を芸術鑑賞の文化事業 として位置づけていたことか ら

もわかるように、商品販売が第一の 目的ではなかった。 もともとは文化的装いをもってい

たのであ り、芸術鑑賞 という装置 によって読者にたい し参加 をうなが したメデ ィア ・イベ

ントであった。実際に会場 に来ることがで きな くて も手芸展覧会 に出品された作品を読者

は平等 に鑑賞することができる、 また作品を主婦の友社に送 ることができな くても、次回

は自分 もそうした企画に参加 してみたい、 というイベ ントへの参加意欲 を称揚す る装置 と

しての写真であった。そ うした写真が、 自らもこうした作 品をつ くって、先生にみてもら

いたい、審査 して もらいたい との参加意欲 を刺激 したと考 えられ る。つ まり、展覧会での

作品が 『主婦之友」巻頭 の写真や口絵 において掲載されていたのは、主婦の友社のメデ ィ
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ア ・イベ ン トについての 「記事」 だったからである。

しか し、その巻頭の誌面はしだいに流行案内や商品販売を目的とする 「広告」 として読

者 に提示 され るようになる。芸術 として鑑賞 される手芸作 品として誌面に掲載されていた

ものが しだい にシ ョーウィンドーの商品 としてまな ざされるようになるのはなぜか。そ う

した物 を自らも製作 してみたい とい う欲望か ら、展示 されている物その ものを手 に入れた

いと思わせる ように見せ られるようになるのはなぜか。その契機は関東大震災にあった。

震災で社屋を失ったに もかかわらず、大阪での展覧会を実現 し、その後 も一般公募の手

芸展覧会へ と発展 させ、この文化事業 を主婦 の友社 は定期的に続けた。その開催の強い動

機づけを探ってみる と、こうしたイベ ン トが主婦の友社 にとっての関東大震災か らの復興

文化事業として大 きな意味を持つ ようになっていたことにい きつ く。

一九二三(大 正一二)年 、罹災 しなが ら大阪での開催 を実現 させ たことは、主婦の友社

が健在である ことと、 また読者の支援意識に訴 えることによって大 きな宣伝効果 を持ち得

た。一 九二四(大 正一三)年 三月号 には、展覧会の開催 を告げる誌面において、「復興す

る東京の春 を飾 る美 しい展覧会の開催」 とあ り、震災か らの復興を印象づけ ようとす る文

面 をみ ることがで きる。五月号 には 「記念品引換券」 を付 し、 出品する読者だけの交流会

ではなく、 より多 くの人々の足 を展覧会へ と運ばせる工夫がなされた。

一九二四(大 正一三)年 、一一月二二 日か ら二八 日にかけて開催 された 「家庭製作 ・子

供洋服毛糸編物展覧会」は、罹災 した社屋 を建て直 した新築の主婦之友社内において行な

われた。まさに主婦の友社の復興 を記念するイベ ン トとなった。

一連の 「手芸展 覧会」 は、関東大震災の復興事業 をかねた文化事業 となったこ とで、

『主婦之友』の誌面 には次の ような変化が もた らされた。最初の きっかけは、一 九二三

(大正一二)年 一二月一八 日か ら二〇 日までの三 日間、東京の青山基督教会堂で開催 され

た 「毛糸編み物展覧会」であった。これは罹災 した浅草府立第一高等女学校の女学生たち

に編み物の内職 を与 える とい う学業の援助 を目的 とした展覧会であった。つま り罹災 した

女学生たちが学業を続ける上での収入の道 を、主婦の友社が読者 との仲介 を率先 して果た

す ことで実現 しようとしたのである。 とはいえ府立第一高等女学校 との提携 は、手編みの

上等 な防寒着を廉価で読者 に提供 したい と考えていた 『主婦之友』 にとって も願って もな

い企画であった。女学生による作品の数々は展覧会 において も販売 されたが、 『主婦之友』

誌上 において読者に商品の紹介がなされ、通信販売 された。通信販売するうえで誌面上で

お こなわれた 「宣伝」文を見てみ よう。次のように商品案内がなされている。

「糸は舶来のごく上等で、染色 も確かですか ら、槌色 などの心配は絶対 にあ りませ
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ん。勉強 したいとい う単純 な希望のほかに、何一つ くらいかげをもたぬ純真な若い人

の仕事ですか ら、 どこまでも正直に編んであるのはいふまで もあ りません」

だがなんといって も、これ らの作 品が誌面上で販売 され るにあた り、商品の見本 を写真

によって提示 していることが大 きな特徴 としてあげられる。「若い姉妹が学業 の傍 らいそ

しみ編んだ品々の見本」 として、商品が写真つ きで案内 されているのである。

主婦 の友社 が販売を請け負 っている とはいえ、その商品は一般の女学生の作 品であ り、

市場に出回っている商品 と比べた場合、粗悪品なのではないかとの不安感 を購入者 は払拭

できないのではないか と考えられた。 さらに通信販売であるため、実際に手にとって商品

を確かめることは不可能であ る。 これでは販売 して も注文が来ないのではないか。

購入者の抱 く不安に対 して、商品に対する信用 をどうやって高め るか。 『主婦之友』は

子供のセーターか ら女性 のためのショールまで誌面に値段 を提示 し、 と同時に商品につい

ては、実際にその作品を身につけたモデルの写真 を掲示 し、並べたのである。写真 による

商品案内 を行 うことで、購入者にその商品のイメー ジを喚起 し、購入 をうながそ うとした

のである(図2)。 購入希望者は実際にその商品を手に取 ることはできないが、 目で見て、

その商品のイメージを具体化で きる ように工夫されたのである。

女学生たちの作品を商品 として販売する うえでその信用 をどのように高めるか、この問

題 は主婦の友社 にとって大 きな課題であったにちがいない。かつて 『主婦之友』は、大正

一〇年 に創刊四年 目に して 「東洋一の発行部数」 となったことを記念 して、一年間の予約

購読 を申 し込んだ読者 に 「紹錦紗の手縫刺繍つ き半襟」 を無料進展することを公表 した。

ところが、一年分の前金 を払った読者全員に、「紹錦紗の手縫刺繍 つ き半襟」な どとい う

高価な品 を全員に贈呈で きるわけがない、その品はイ ンチキであるとの非難 をあびたので

ある。 しか しこれは 目黒にあった私立九頭竜繍学校の生徒 に実習 をかねて刺繍 して もらっ

た半襟 だった。主婦の友社 としては本物の半襟 を安価 で読者 に贈呈することは不可能では

なかったのである。

だが以前 に商品に対 し 「インチキではないか」 という声があがった ということが、震災

支援活動の一貫 として女学生たちの作 品を販売す るうえでの課題 となった。購入者 となる

読者の信用の確保のための工夫が 『主婦之友』の側には求められたのである。その課題 を

主婦の友社 は販売する商品を誌面 において次の ように提示するこ とで乗 り越 えようとし

た。つ まり、女学生たちの作品を実際にモデルに身につけさせ、それを写真 として提示 し、

そして同時にその商品の値段 を掲載することで、通信販売す るうえで商品の信用 を高め よ

うとしたのである。
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主婦の友社 は、この震災で社屋が全焼 し、大 きな被害 を被ったが、社員は全員無事であ

ったことで、雑誌の発行が滞 ることはなかった。そ して、いちはや く復興支援に乗 り出 し、

震災で焼 け残った家庭職業普及会の倉庫 に、子供服や下着類が、二千七百着ほど在庫 して

あることを知 ると、社長の石川武美 はすべて買い取 り、罹災者 に無料で配布 した。

無料配布 は一時的なものであったが、衣料を届けるという支援活動 は、震災直後の一九

二三(大 正一二)年 一一月号の 『主婦之友』 において、「罹災児童のため」の子供服廉価

販売を通信販売することでで続 けられた。 これも、実際に商品の衣服 を着せた子供の写真

によって案内 し、巻頭 に掲載 された(図3)。

このように関東大震災以後の支援活動 としての子供服や手芸作品の廉価販売が 『主婦之

友』誌上で行われたことによって、商品案内を伝える誌面の ビジュアル化がすすんだので

ある。それは今 日、当た り前に見 られる、実際 に商品 を着たモデルによる衣装案内であっ

た。こうして誌面に もた らされた変化 は、震災の支援活動がおわっても、流行の商品の案

内 として登場するようになっていった。

4.作 品紹介 から流行案内へ

手芸展覧会での入賞作品は先に見た ように、『主婦之友』の巻頭 にカラー頁で紹介 され

るようになっていた。 これ らの手作 りの物の数 々が出品者の紹介 とともに誌面 を彩 ってい

た。これ らが商品 として販売 されたことを考えれば、「主婦之友』 を媒介 と して展開 され

た被災者支援活動は、メディア ・イベ ン トとして読者に記事 として読 まれる と同時に、商

品案内の広告 として認知 された といえる。

誌面に変化 をもた らしただけではなく、 この展覧会はの ちの 『主婦之友』 を支える人材

を発掘す ることにもなった。全国か ら寄せ られ る手芸作品の審査のために、多 くの手芸家

たちが審査員 として呼集された。そこには、大妻女子大学の大妻 コタカ、 ドレスメーカー

学院を創設 したばか りの杉野芳子、 また、第一回の手芸展覧会の受賞者である柴田たけ子

らの姿があった。

こうした手芸展覧会がきっか けとなって形成 された手芸家たちの人間関係が、その まま

その後の 『主婦之友』の手芸記事や付録の執筆者や考案者 となってい くのである。東京女

子高等師範学校の成田順 も、編み物記事や展覧会の審査員 としてなが く活躍 したひとりで

あった。

こうした展覧会 は手芸品の展覧であるとともに、即売会 も兼ねていた。販売 されていた

のは、手編みのセー ターや、子供服、裁縫関係の書籍 に、豆 人形 といった細工物であ る。
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展覧会の盛況 とともに、これ らの商品もつ ぎつぎと完売をみた。 こうした優秀作品は、実

際に制作 した読者によって作品が誌面で紹介 されたのであ り、その製作方法の解説記事 も

掲載された。そのため、展覧会へに作品を出品 した読者が、実際 に誌面の制作に関与する

ことにもなっていたのである。 その意味で、読者 は、展覧会に参加 しただけではなく、雑

誌の記事 の情報提供者としてその編集 に間接的にたず さわっていたのである。

そ うした女性 たちは、編物についての展覧会、講習会で主婦の友社 に見いだされてい っ

た。震災後の開かれた編み物展 で優 秀な成績 を残 した佐伯周子は、佐伯 は大正一四年の第

一回 「毛糸編物展覧会」で一等 を取る とい うこの展覧会が縁 とな り、『主婦之友』 との関

係 を深めていったという。彼女は妹の河合茂子 とともに、編み物記事や展覧会で も長い間

活躍 したq5}。

その後、一九三一(昭 和六)年 の毛糸編物展覧会か らは、江藤春代(九 州の編物研究家、

門下生多数)、 図案家の杉浦非水、教育者の大妻 コタカ、成田順、そ して第一回手芸展覧

会の受賞者の柴 田たけ子 らとともに審査員 として招聰 されている。

『主婦之友』のメデ ィア ・イベ ントであった手芸品展覧会は、 こうした読者の手作 り作

品の発表の場 を提供する雑誌 となったことで、読者のあいだの コミュニケーシ ョンをうな

がす メデ ィア として機能 した。 『主婦之友」読者たちはこう した企画に参加するこ とで、

展覧会の場 における交流のみな らず、友人同士か ら見知 らぬ女性 にいたるまで、『主婦之

友」 を共通の話題 とし、お互いの親近感 を高める可能性 を手に入れたからである。

手芸展覧会は、家庭の女性 にとって必要 とされた裁縫 を家族のために行 う、 もしくは向

上す るとい う私的領域への関心か らよ りも、女性 の友人同士、 または 『主婦之友」の読者

のあいだで評価 しあ う作品批評の場 に参加することを目的 とす る女性読者に支 えられてい

た。関東大震災の罹災者支援 としては じまった 「毛糸編物展」は、結局戦時中に中断 され

た ものの、その後毎年にわたって続け られ、その後一八 回の開催 をみた。新社屋 ではじま

った展覧会 も、やがて 日本橋 高島屋 に会場 を求めるようにな り、 さらに東京だけでな く、

全国各地 を巡回開催 したという。

手芸をつ うじて、婦人雑誌 と読者 との一体感 を提供する空間を誕生 させたことは、その

後の 『主婦之友』の成功 を支 えることになったと考え られる。展覧会に作品を出品するこ

とをつうじて、 さらに実際に展示場 となっている会場 に出かけることで、他 の作 品への関

心が高まることは予想されるか らである。

だがそれ と同時に、魅力的な展示物を手に入れたい とい う消費者 としての欲求を高めた

ll9前 掲 書 『主 婦 の 友 社 五 十 年 』 一 九一 一一 九 四 頁 。
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メディア ・イベ ン トとして機能 したことにも注 目できる。 こうした手芸の作品が誌面 にお

いて公開されることで、読者やその仲間の 目によって批評 されることになる。 また、掲載

された作品を見 て製作方法 を学んだ読者が、自ら新 しく作品製作 に参加する可能性をもつ。

そうした読者の手作 りの作品が誌面 に掲載 され ることで、誌面 は 「もの」で彩 られること

になる。それは作 品の展示である とともに、読者の欲望 を くす ぐる魅力的な商品でもあっ

た。そうしたものが、「デパー ト」 と評 された婦人雑誌の一角 を彩 るようになった。

大正末年か ら、『主婦之友』 は、「想像 の共同体」 を可視化す る 「展覧会」 とい うメデ ィ

ア ・イベン トを立 ち上げていった。 このイベ ントは読者参加をうながす とともに、雑誌へ

の愛着 を育んだ。またそれは、読者の消費者の意識 を高める役割 を果たすことにもなった。

展覧会 に出品 された作品がグラビアで誌面に紹介 され、また ときに販売することによって、

読者の参加意識 は消費者 としての購買意欲にもささえられていたか らである。

5.お わ りに

主婦の友社 による手芸や編み物 についての展覧会が実際に開催 されることで、これ らが

雑誌の誌面 にどの ような変化 をもたらしたのかを考察 してきた。これ らの展覧会は、当初、

手芸家 である専門家の作品展 としてス ター トしたが、読者の関心が高かったこと、 また関

東大震災 により、手芸作品へ の需要が生 じたことな どから、読者の作品 を一般公募す る、

参加型 の文化事業へ と発展 した。そ して、 この展覧会が、『主婦之友』の流行雑誌 として

ビジュアル重視の誌面へ と変化す るきっかけのひとつ となった。そ してそれは、雑誌 の情

報 を通 じて手芸作品を創 りあげ、展覧会 に参加 し、その作品をお互いに批評 しあう女性読

者の参加があって、よりすすめ られたのであった。

雑誌 と読者の関係のなかか ら、女性 を中心 とした流行雑誌 としての特徴 を しだいに 『主

婦之友』の巻頭の口絵 は形成 していった。一九二〇年代に入 るまで、こうした写真や、色

刷 りの巻頭頁のグラフ欄 といえば、テーマ を持 った季節写真 や人物画が多かった。 だが、

手芸展覧会や関東大震災 による支援活動のための写真や口絵のページを 『主婦之友』では

掲載するようになることで、やがて一九三〇年代 にかけて女性の衣装案内や、流行の子供

服 を紹介記事 として見 られるようになる誌面の先駆 となった。

読者 の手による手芸や手作 りに関する作 品の展示は、誌面 に掲載 され ることはなくなっ

てい くが、かわってデパー トやデザイナーによって制作 された衣装案内として、女優 をモ

デルとして起用 し誌面を彩 るようになる。つ ま り 『主婦之友』において、モデルを起用 し

た流行衣装案内グラビアによって充実 した誌面になってい く先駆 となったのが手芸展覧会
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での読者の製作作品の紹介であったといえる。つ ま り変化の きっかけは、読者がどのよう

なものを製作 し、出展 しているかとい う作 品の紹介だったのであ り、それが しだいに流行

案内 としての体裁 を用意 したといえるであろう。 こうした巻頭頁の存在が、読者の意識 を

動員するシステム として機能 しは じめた 『主婦之友』では、 その後読者の眼を、衣服 を中

心 とする流行に視覚的に引 きつけることに成功 したのである。

婦人雑誌において流行衣装案内の頁が充実 した もの となってい くのは一九三〇年代に入

ってか らの ことである。 しか し主婦の実用雑誌 と呼ばれた 『主婦之友』 は、手芸について

の実用的情報 を読者に提供 し、展覧会 とい うメデ ィア ・イベ ントの開催 を通 じて読者の参

加意識を酒養 した。そ してその ことをきっかけとして、昭和 をむかえるころには、視覚的

に優れた流行雑誌 としての特徴 を獲得 し始めていたのであ る。

言い換 えればそれは、女性が家族のため、生活 のためにお こなって きた裁縫 を、 自らの

ため、そ して 『主婦之友』の読者 との共感を得るための手芸の展覧会への参加の手段 とし

て昇華 され たことによって、『主婦之友』 とい う婦人雑誌 は流行雑誌 としての体裁の第一

歩を踏み出 したといえるであろう。

その後、そうした読者の作品紹介 として彩 られた巻頭の口絵やグラビァは、 しだいに各

デパー トや この時審査員であったデザイナーや手芸家たちの手による商品案内へ と姿を変

えてい く。つ まり、巻頭口絵 は、鑑賞を目的とす る展覧会の様子 を伝 えるものから、実際

に販売を目的 とする流行案内へ と発展 してい くのである。

関東大震災以後、その救済 を兼ねた手作 り品の販売 のため に掲載 された子供服や衣料品

のグラビアにかわって、一九三〇年代の 『主婦之友』では流行への関心が高 まってお り、

その衣装案内の華やか さはみる者をひ きつける ㈹。誌面はさまざまな商品案内によってい

っそ う華やか さを増 し、そうした商品の写真や、流行の衣装 を身につけたモデルが微笑む

グラビアが数多 く掲載される 「絵画化」を特徴する婦人雑誌 となっていったのである。

(本稿は、京都大学大学院文学研究科に提出した博士課程学位論文の第三章を加筆修正

したものである。)
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図1:一 九二四(大 正一三)年 『主婦之友』六月号掲載。

「全国家庭手芸品展覧会画報」。東京上野池之端

松阪屋で開催 された第一回目の時の様子。

図2=一 九二四(大 正一三)年 『主婦之友』一 月号掲載。

「手編の毛糸防寒着の廉売」。罹災女学生支援のための編 み物販売

が誌上で行 われた。

図3:一 九二三(大 正一二)年 『主婦之友』一一 月号掲載。

「本社の子供洋服廉売」。罹災児童の ための活動 として子供冬服五

百着 を写真で案内 し、廉価販売 した。下段に値段が書 かれている。
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The Change of Contents of Women's Magazines after 

         the Kanto Earthquake of 1923

Ayuu ISHIDA

     This study researches how the contents of media events held by women's 

magazines changed in Taisho and early Showa era in Japan. The first media event 

was an exhibition of handicrafts, that was started by SHUFU NO TOMO publisher in 

1923. 

     The first exhibition was held in May 1923. It featured the artist, Fujii 

Tatsukichi, where his sisters' handicrafts such as obi, dolls and cotton bags were also 

displayed. This event aimed to promote sewing from women's daily routine to an 

interesting hobby, and it successfully drew the readers of Shufu no Tomo. Before the 

second exhibition, that was planned to be held in Osaka in October, however, the great 

earthquake happened. It directly hit Tokyo and its neighboring areas, and Shufu no 

Tomo office was also burned down. It is said that the exhibition was somehow held at 

somewhere else according as the schedule. 

     The effect of this natural disaster set up a new goal for this exhibition; 

reconstruction support of the urban areas. For example Shufu no Tomo ordered 

female students of "Asakusa Furitsu Daiichi Koutou Jogakko", the first girls' high 

school in Asakusa, clothing and handmade goods, and sold them on the magazine. 

Sales of their work was used to support the students in trouble with earthquake. 

     In addition, this reconstruction support developed into women's handicrafts 

exhibition open to all readers. Female readers participated in the event, and at same 

time committed more strongly to the magazine's imaginary community. 

     Moreover, this event brought more photographs to this magazine, with the 

result that visual information pages increased in the women's magazine Shufu no 

Tomo.
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